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「
色
ピ
　
　
歴
夏
…
夢

多
彩
な
顔
ぶ
れ
　
十
一
月
十
日
夜
翅
田
を
出
登

　
一
昨
年
ビ
ル
マ
国
ラ
ン
グ
ー
ン
に
於
て
開
か
れ
た
矛
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
引
続
き
来
る
十
一
月
十
五

日
よ
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
霊
寺
で
世
界
的
に
有
名
な
ネ
パ
ー
ル
国
カ
ト
マ
ン
ズ
に
於
て
仏
紀
二
千
五
百
年
を
記
念
し

て
、
矛
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
が
開
催
さ
れ
る
事
は
屡
報
し
た
通
り
で
あ
る
が
全
仏
当
局
及
び
関
係
各
方
面

の
準
備
と
協
力
の
結
果
愈
々
全
日
仏
教
代
表
が
夫
々
の
全
国
各
宗
派
団
体
か
ら
の
推
薦
の
上
慎
重
な
る
詮
衡

会
議
の
結
果
、
去
る
十
月
三
日
外
務
省
よ
り
人
員
の
わ
く
の
正
式
通
知
が
あ
り
、
之
に
基
き
最
終
詮
衡
会
議

常
務
理
事
会
を
経
て
遂
に
決
定
を
見
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
人
選
に
付
て
は
前
回
の
轍
を
ふ
ま
ざ
6
様
爾
前

に
色
々
注
意
が
払
わ
れ
．
真
に
仏
教
代
表
と
し
て
相
応
わ
し
き
人
物
を
と
云
う
点
で
詮
衡
を
急
い
で
い
た
が

イ
ン
ド
に
於
け
る
ユ
ネ
ス
コ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
と
か
ち
合
っ
た
為
人
選
の
最
終
決
定
に
は
仲
々
の
困
難
が
伴

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
，
然
し
決
定
せ
ら
れ
た
人
名
を
見
る
に
何
れ
も
学
識
経
験
人
格
に
於
て
代
表
と
し
て
ふ
さ

わ
し
き
立
派
な
人
物
で
あ
る
事
を
信
じ
て
い
る
。
日
本
及
び
日
本
仏
教
の
現
況
か
ら
し
て
か
、
る
多
数
の
代

表
を
送
る
事
は
誠
に
意
義
深
い
も
の
で
恐
ら
く
今
後
は
到
底
望
め
な
い
事
で
あ
ろ
う
。
決
定
さ
れ
た
以
上
叉

こ
れ
ら
の
代
表
が
何
れ
も
自
ら
希
皇
を
し
た
人
々
の
み
で
あ
る
故
今
後
全
幅
の
努
力
と
奮
斗
を
せ
ら
れ
、

無
事
任
務
を
遂
行
せ
ら
れ
ん
事
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。
又
代
表
各
位
が
夫
々
の
立
場
で
充
分
実
力
を
発
揮
し

い
や
し
く
も
全
日
本
仏
教
徒
の
代
表
と
し
て
名
実
共
に
ふ
さ
わ
し
き
言
動
を
と
ら
れ
、
ア
ジ
ア
古
塁
仏
教
徒

の
中
心
と
し
て
活
躍
せ
ら
れ
ん
事
を
そ
の
壮
図
を
祝
す
る
と
共
に
全
日
本
の
仏
教
徒
は
代
表
各
位
の
言
動
を

全
幅
の
信
頼
を
こ
め
て
注
目
し
て
い
る
事
を
銘
記
し
て
頂
き
た
い
。

　
仏
恩
二
干
五
百
年
記
念
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
王
国
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
オ
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
は
い

よ
く
十
一
月
十
五
日
か
ら
七
日
間
カ
ト
マ
ン
ズ
市

王
宮
に
お
い
て
マ
ヘ
ン
ド
ラ
国
王
の
司
会
で
三
十
六

ケ
国
代
表
五
百
旧
名
参
加
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ
れ

る
。　
十
三
で
は
各
宗
派
各
団
体
よ
り
推
薦
さ
れ
た
代
表

六
十
旧
名
よ
り
詮
衡
委
員
会
で
一
応
四
十
名
を
内
定

し
外
貨
の
割
当
を
外
務
大
蔵
両
省
へ
申
請
し
た
。

　
大
蔵
省
で
は
会
議
の
重
要
性
は
認
め
る
が
大
人
数

の
派
遣
は
外
貨
の
国
策
上
非
常
に
難
し
い
と
の
返
答

が
あ
り
事
務
局
で
は
苦
慮
し
て
い
た
。

　
国
際
局
で
は
こ
れ
が
達
成
の
た
め
担
当
局
部
長
が
、

連
日
猛
運
動
を
行
い
石
橋
通
産
大
臣
、
高
碕
大
蔵
大

臣
代
理
に
も
面
談
し
日
本
代
表
団
四
十
名
の
線
を
確

保
す
る
た
め
に
奔
走
し
て
来
た
。

か
く
て
去
る
十
月
三
日
派
遣
団
四
十
名
の
わ
く
が
外

務
省
よ
り
正
式
許
可
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
全
書
当
局

は
去
る
九
日
午
後
二
時
よ
り
の
最
終
詮
衡
会
議
に
か

け
て
慎
重
検
討
し
、
更
に
十
一
日
の
全
仏
常
務
理
事

会
に
か
け
て
個
々
の
人
選
に
関
し
て
各
方
面
か
ら
充

分
協
議
を
加
え
た
結
果
別
記
の
通
り
四
十
名
の
最
終

決
定
を
見
る
に
至
っ
た
。

　
な
お
日
本
代
表
団
の
出
発
は
十
一
男
十
日
夜
十
一

時
五
十
九
分
の
日
航
機
で
羽
田
発
に
決
定
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
会
議
の
日
本
側
提
案
も
前
記
の
通
り
議
案

委
員
会
で
決
定
し
た
の
で
理
事
会
の
議
を
経
て
提
案

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
代
表
団
は
ネ
パ
ー
ル
大
会
終
了
後
引
つ
∫
き
二

班
に
分
れ
十
一
月
二
十
四
日
目
ら
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
仏
教
主
義
ユ
ネ
ス

コ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
る
班
と
仏
蹟
巡
拝
の
班

に
分
れ
て
行
動
し
、
十
二
月
十
五
日
カ
ル
カ
ッ
タ
に

集
合
十
二
月
十
七
日
羽
田
帰
蒼
の
予
定
で
あ
る
。

ミ
コ
　
　
ぼ
し
　
ヒ
ヘ
キ
　
　
　
ビ
ア
を
　
　
ニ
ち
ヨ

ゴ
違
菖
志
士
哩
．
擁
’

阿
部
国
際
局
長
談

　
　
騰
壕
　
　
　
　
　
仏
紀
二
五
〇
〇
年
慶
祝
の
年

　
　
　
－
騨
瓢
，
　
　
に
偶
々
ネ
パ
ー
ル
に
於
け
る
矛

　
　
　
　
　
　
　
　
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
日
本

代
表
団
が
参
加
出
来
た
事
は
、
南
方
仏
教
圏
に
大
き

な
ウ
エ
ー
ト
を
持
つ
我
々
仏
教
徒
に
と
っ
て
も
大
行

事
で
あ
る
と
共
に
之
が
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
い
た
二

仏
と
し
て
も
国
際
親
善
の
上
に
重
要
な
誇
り
を
果
し

得
た
も
の
と
い
さ
エ
か
喜
び
に
耐
え
な
い
処
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
と
時
を
同
じ
う
し
て
イ
ン
ド
に
於
て
ユ

ネ
ス
コ
会
議
が
開
か
れ
、
之
れ
に
も
亦
全
員
が
参
加

出
来
る
事
に
な
っ
た
事
は
重
ね
て
意
義
深
い
こ
と
エ

喜
ん
で
い
る
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
両
会
議
を
通
じ
て
日
本
仏
教
徒
の
主
張
す
べ

き
も
の
は
、
か
ね
て
か
ら
の
研
究
討
議
に
則
り
、
充

分
述
べ
て
相
互
に
理
解
を
深
め
、
民
族
、
国
境
を
越

え
て
仏
陀
の
正
法
弘
通
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
も

ら
い
た
い
。
会
議
中
代
表
団
と
し
て
の
使
命
を
果
す

こ
と
は
勿
論
、
い
や
し
く
も
そ
の
言
動
に
於
て
は
全

日
本
仏
教
徒
の
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
傷
つ
け
ぬ
様

長
老
、
団
長
の
も
と
、
終
始
一
貫
し
た
行
動
を
と
っ

て
頂
き
た
い
こ
と
を
重
ね
て
希
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
今
回
幾
多
の
困
難
を
排
除
し
て
多
数
の
代
表
派
遣

に
成
功
し
た
事
は
、
外
務
大
蔵
交
部
両
当
局
を
始
め

関
係
各
方
面
の
御
理
解
あ
る
計
ら
い
に
よ
る
事
は
勿

論
で
あ
る
が
、
今
後
は
外
貨
そ
の
他
の
関
係
で
愈
々

困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
察
し
て
、
代
表
団

の
各
位
の
御
自
重
を
望
み
往
復
共
魔
事
な
ぐ
全
員
そ

ろ
っ
て
無
事
帰
朝
さ
れ
ん
事
を
念
願
し
て
居
り
ま
す

ネ
パ
ー
ル
大
会
日
本
側
議
案

一
、
原
始
仏
教
と
発
展
仏
教
と
の
相
互
理
解
と
そ
の

　
研
究
を
し
よ
う
。

一、

｢
界
平
和
の
為
に
原
水
爆
禁
止
運
動
を
促
進
し

　
よ
う
。

一
、
国
際
間
に
於
け
る
不
妄
語
戒
の
厳
守
を
要
望
し

　
よ
う
。

γ‘　　　　鮨一f　　　摩瞬．へ
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弧
、

’

儀、

網
代
智
海
（
長
老
）

　
真
言
宗
、
豊
山
派

　
管
長
奈
良
県
磯
城
郡
初

　
瀬
町
七
三
一
ノ
一

　
．
、
灘
際
ウ
を

窟，　
　
　
お
ノ

講
論

金
山
穆
詔
（
長
老
）

　
高
野
山
真
言
宗
、

　
前
管
長

　
和
歌
山
県
伊
都
郡

　
高
野
町
大
字
高
野

　
山
　
円
通
寺

木
村
日
紀
（
長
老
）

　
日
蓮
宗
、
立
正
大

　
学
名
誉
教
授

　
東
京
都
杉
並
区
高

　
　
円
十
一
ノ
三
二

本
多
子
（
派
遣
団
長
）

　
曹
洞
宗
、
大
本
山

・
永
平
寺
監
院

　
福
井
県
吉
田
郡

　
　
志
比
村
大
本
山

　
永
　
平
　
寺

結
城
令
聞
（
副
団
長
）

　
浄
土
真
宗
本
願
寺

　
派
、
東
京
大
学
教

　
授
（
文
博
）

　
東
京
都
置
田
谷
区

　
太
子
堂
町
四
〇
〇

　
ノ
一
八
号

赤
　策参連全松東京同真
船京議盟目常本都派宗
橋都院’本子白市文大（ぼ

ほ
し

の

（

♪

、

’

　
ギ
な
や
　
　

輪
繋
轟

　
　
　
い

’

い
や船

岩
野
真
雄
（
事
務
長
）

　
浄
土
宗
本
派
、
全

　
日
本
仏
教
会
組
織

　
局
長

　
東
京
都
荒
川
区

　
　
南
千
佳
ニ
ノ
九

　
浄
　
閑
　
寺

石
　
川
　
存
　
静

　
日
蓮
宗
、
宗
会
同

　
議
長

　
東
京
都
大
田
区

　
　
池
上
本
町
八
三

　
中
　
道
　
院

伊
　
藤
　
真
城

　
高
野
山
真
言
宗
、

　
高
野
山
大
学
教
授

　
和
歌
山
県
伊
都
郡

　
高
野
町
大
字
高
野

　
山
　
天
徳
寺

　
　
　
　
　
　
　
石
　
三
二
　
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
県
仏
教
会
、

、
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
静
岡
県
富
士
ノ
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
市
大
宮
＝
一
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
頂
　
寺

　㎎’灘
大　　　川
阪事連全
堀市　盟日島
通西　’本
一・諱@同月さ
ノ土　連教
三佐　害毒た
O　　理人

、

憂
㌔

鬼
　
原
素
俊

仏
教
同
志
ク
ラ
ブ

画
琢
東
京
都
渋
谷
区
代

々
木
初
台
六
二
一

小
　
島
　
賢
　
道

　
全
日
本
仏
教
婦
人

　
連
盟
、
同
連
盟
常

　
務
理
事

　
神
奈
川
県
川
崎
市

　
　
瀬
田
二
三
五
四

　
　
児
玉
　
鐘
太
郎

・
巽
卿
　
日
本
山
妙
法
寺

熊
本
県
上
益
城

　
郡
甲
佐
町
吉
田

　
　
　
　
　
　
田
中
十
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
国
柱
会
、
領
会
主

毎
糊
臨
写
望

　
　
　
　
　
　
　
桜
　
井
　
鋸
　
二

踏継誾
�
当
ｳ
間

津
貯
嵐
・
一
、
、
、
灘
　
　
　
東
村
山
町
字
大
望

　
　
　
　
　
喧
　
　
八
九

・
蜜
零
甑
導

溢

慈

鈴
木
錦
吾

　
イ
ン
ド
大
菩
提
会

　
会
員

名
古
屋
市
中
村
区

岩
塚
町
神
田
＝
二

　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
爾
　
道

〆’

中
　
山
　
理
　
々

　
日
太
仏
教
讃
仰
会

　
全
日
本
仏
教
会
常

　
務
理
事

　
東
京
都
北
区
赤
羽

　
　
町
三
ノ
＝
一
五

　
　
法
　
善
　
寺

灘
吉
国
五
郎

ノ　
九
州
大
学
仏
教
青

　
年
会

　
福
岡
県
戸
畑
市

　
　
　
　
参
宮
通
り

く’

　
・
’
　
野
口
　
辰
五
郎

　
　
　
　
真
言
宗
豊
山
派
檀

y
鍵
難
套
．
東
京

　
　
　
　
東
京
都
江
戸
川
区

　
　
　
　
小
松
川
三
ノ
六
八

　
　
　
　
　
　
　
野
　
間
　
秀
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

菖
破
、

サ

／
　
縁

宙
　
’

野
　
依
　
秀
　
市

仏
教
議
員
連
盟
、

衆
議
員
、
自
民
党

　
総
務

　
東
京
都
港
区
芝
公

　
　
　
十
七
号
地
三

　　　　藤
泉東同日
一隅寺本井
三都治山
○渋表妙日
　谷三法
　区　寺達
　神　　b

ず

港
図山神講学日
　の奈師会本田
伝内川　　’印

　円県側近紹
家塾鎌　育学
　寺倉大仏欽
　　市　学教
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全
仏
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
今
回
ネ
パ
ー
ル
に
於
て
、
矛
四
回
世
界
仏
教
徒
会

議
が
開
か
れ
る
こ
と
は
、
世
界
史
の
上
に
於
け
る
仏

教
徒
の
使
命
を
果
た
す
三
昧
で
、
劃
期
的
な
意
義
を

持
つ
も
の
で
あ
る
、
刻
下
の
世
界
は
辛
う
じ
て
力
の

均
衡
に
於
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
｝
歩
誤
れ
ば
人
類

の
絶
滅
を
招
来
す
る
。
真
に
戦
書
す
べ
き
次
の
瞬
聞

が
待
ち
受
け
て
お
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も

喫
緊
な
問
題
と
思
わ
れ
る
の
は
、
力
の
均
衡
で
は
な

く
内
部
か
ら
ほ
ん
と
う
の
平
和
愛
好
の
精
神
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
5
。
上
下
三
千
年
置
東
洋
の
歴

史
を
通
貫
し
、
現
在
ア
ジ
ヤ
人
の
大
半
の
精
神
的
原

理
と
な
っ
て
お
る
仏
教
の
慈
悲
の
精
神
こ
そ
は
．
こ

の
世
界
の
危
局
を
匡
救
す
る
唯
」
の
鍵
で
あ
る
と
信

ず
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
猶
予
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の

精
神
を
世
界
に
拡
充
す
る
た
め
に
、
一
致
団
結
し
て

こ
れ
に
当
た
る
覚
悟
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
．
世
界
の
危
局
を
切
り
替
え
て
健
全
に
し

て
平
和
な
世
界
へ
と
、
転
換
し
得
る
も
の
と
確
信
す

る
。　
こ
こ
に
、
矛
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
の
開
催
に
あ

た
り
、
日
本
仏
教
徒
の
総
意
を
代
表
し
て
、
会
議
の

成
功
を
祈
る
。
　
　
全
日
本
仏
教
会

観
光
施
設
税
遂
に
許
可

　
　
波
乱
を
呼
ぶ
も
全
仏
の
斡
旋
で

　
か
ね
て
よ
り
京
都
に
於
け
る
観
光
施
設
税
反
対
斗

争
に
立
ち
上
っ
て
い
る
京
都
古
文
化
保
存
協
会
で
は

益
々
社
寺
側
の
結
束
を
固
め
る
と
共
に
自
治
庁
を
始

め
各
方
面
に
対
し
て
陳
情
を
続
け
て
い
た
が
、
右
法

案
が
遂
に
市
会
を
通
過
し
今
や
京
都
府
知
事
の
副
申

書
を
そ
え
て
自
治
庁
長
官
の
許
可
を
得
る
段
階
に
迄

突
入
し
た
為
去
る
九
月
三
日
妙
法
院
門
跡
三
崎
良
泉

金
閣
寺
佐
分
執
事
長
、
清
水
寺
森
執
事
、
銀
閣
寺
山

本
執
事
長
、
そ
れ
に
竹
浪
斗
争
委
員
長
等
打
ち
そ
ろ

っ
て
上
京
、
全
日
仏
を
は
じ
め
自
治
庁
、
衆
参
両
院

関
係
者
と
夫
々
強
力
に
陳
情
す
る
事
に
な
っ
た
。

　
先
ず
三
日
午
前
中
全
日
仏
に
於
て
古
仏
幹
部
と
充

分
打
合
せ
た
後
自
治
庁
太
田
長
官
を
始
め
関
係
各
方

面
に
直
接
面
談
し
て
左
の
要
旨
に
従
っ
て
詳
細
陳
情

懇
談
を
と
げ
た
。

　
　
　
　
陳
　
情
　
要
　
旨

一
、
万
一
今
回
の
観
光
施
設
税
を
許
可
す
る
場
合
は

　
許
可
に
先
立
っ
て
更
に
社
寺
側
の
納
得
を
得
る
よ

　
う
京
都
市
長
に
要
請
せ
ら
れ
た
き
事
。

二
．
許
可
に
際
し
別
表
中
よ
り
古
文
化
財
協
会
関
係

　
社
寺
（
二
）
よ
り
（
二
〇
）
に
至
る
十
九
社
寺
を

　
削
除
せ
ら
れ
た
き
事
。

観
光
税
衆
院
法
務
委
員
会
て
と
り
上
ぐ

　
か
ね
て
問
題
に
な
っ
て
い
た
京
都
の
観
光
税
問
題

は
各
方
面
の
注
視
を
あ
び
て
い
た
が
去
る
九
月
十
日

衆
議
院
の
法
務
委
員
会
で
と
り
上
げ
ら
れ
る
事
と
な

り
当
日
は
京
都
関
係
社
寺
側
代
表
、
全
句
代
表
等
多

数
が
傍
聴
に
つ
め
か
け
真
劒
な
る
質
疑
応
答
を
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　
こ
の
午
前
十
｝
時
よ
り
開
か
れ
た
法
務
委
員
会
で

は
前
半
社
会
党
猪
俣
代
議
士
よ
り
の
質
問
に
よ
る
暴

力
団
取
締
り
に
対
す
る
問
題
で
牧
野
法
相
を
始
め
政

府
委
員
と
の
激
し
い
応
答
の
後
午
後
二
時
頃
之
に
か

X
り
、
観
光
諸
問
題
は
世
耕
代
議
士
（
民
自
）
に
よ

り
本
案
の
憲
法
違
反
、
宗
教
法
肩
法
違
反
、
文
化
財

保
護
法
違
反
の
疑
の
あ
る
点
を
逐
次
質
問
し
た
の
に

対
し
、
文
部
省
福
田
調
査
局
長
自
治
庁
奥
野
税
務
部

長
、
文
化
財
保
護
委
員
会
側
の
夫
々
の
答
弁
あ
り
、

更
に
佐
竹
代
議
士
（
社
会
）
の
鋭
い
質
問
が
あ
り
、

要
す
る
に
こ
の
観
光
税
に
付
て
は
自
治
庁
と
し
て
は

京
都
市
側
の
上
申
を
う
の
み
に
せ
ず
、
更
に
現
地
の

社
寺
側
の
意
向
を
尊
重
し
、
更
に
高
く
広
く
、
国
の

文
化
財
を
保
護
し
尊
重
す
る
と
云
う
立
場
か
ら
再
検

討
を
し
て
欲
し
い
と
云
う
希
望
的
質
問
に
終
っ
た
の

で
あ
る
。

観
光
施
設
親
遂
に
許
可
さ
る
　
九
月
二
十
九
日

　
こ
れ
よ
り
後
、
現
地
陳
情
団
は
更
に
各
方
面
へ
温

き
か
け
た
結
果
、
河
野
農
相
の
お
声
が
か
り
で
六
者

会
談
（
農
林
省
分
室
）
が
行
わ
れ
た
り
、
全
仏
幹
部

を
交
え
た
現
地
座
談
会
が
京
都
で
行
わ
れ
る
等
自
治

庁
の
許
可
日
時
切
迫
を
緯
っ
て
あ
わ
た
弔
し
い
動
き

を
見
せ
た
が
何
れ
も
夫
々
三
者
三
業
で
自
分
達
に
都

合
の
よ
い
考
え
方
で
動
い
た
為
隅
々
一
致
点
を
見
出

せ
ず
、
加
う
る
に
現
地
側
で
も
観
光
税
許
可
と
共
に

種
々
の
事
情
か
ら
止
む
な
く
、
こ
の
税
に
応
じ
よ
う

と
す
る
社
寺
も
ボ
ツ
く
現
れ
る
等
一
九
社
寺
側
の

動
き
も
複
雑
を
極
め
て
来
た
が
去
る
三
九
日
左
記
の

如
き
但
書
を
副
え
て
自
治
庁
の
許
可
は
発
表
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
但
し
之
に
は
但
書
に
も
あ
る
如
く
文
部
省
側
の
勧

告
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
終
始
大
所
高
所
的
見
地
か
ら

本
問
題
の
解
決
に
努
力
を
続
け
て
来
た
全
日
仏
幹
部

の
蔭
の
努
力
に
負
う
所
の
も
の
が
大
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
然
し
乍
ら
現
在
の
処
未
だ
そ
の
全
日
仏
、
の
本

意
が
現
地
側
に
充
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
が
時
を
経
る
に
従
っ
て
理
解
さ
れ
る
事
と
信
ず
る
。

　
思
う
に
観
光
税
問
題
も
一
応
之
で
表
面
的
に
は
終

止
符
を
う
つ
か
の
如
く
見
え
る
が
実
は
こ
れ
か
ら
が

問
題
で
、
条
令
発
効
と
共
に
京
都
市
と
現
地
杜
寺
側

が
如
何
に
接
渉
し
如
何
に
協
調
す
る
か
本
問
題
解
決

の
ほ
ん
と
う
の
山
で
あ
ろ
う
。
願
う
所
は
杜
寺
側
が

夫
々
の
使
命
に
目
覚
め
。
自
己
の
特
色
を
生
か
し
つ

全

」
．
国
家
の
文
化
財
で
あ
り
、
尊
い
宗
教
施
設
で
あ

る
事
の
誇
り
の
も
と
、
充
分
時
局
を
認
識
し
て
各
社

寺
で
夫
々
特
色
の
あ
る
協
調
ぶ
り
を
発
揮
す
る
以
外

に
方
途
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
現
地
社
寺
側
の
動
き
も
微
妙
で
そ
の
氏
子

会
叉
は
檀
信
徒
会
と
の
聞
に
は
さ
ま
っ
て
市
側
に
協

調
を
声
明
し
た
社
寺
も
現
わ
れ
事
々
復
雑
の
模
様
で

あ
る
。
古
文
化
財
保
存
協
会
も
役
員
を
一
新
し
て
再

結
束
の
も
と
そ
の
対
策
を
考
究
中
で
あ
る
。

幽
仏
敏
運
動
学
化
促
進
論
盛
ん

全
仏
加
盟
団
体
代
表
者
会
議
開
か
る

　
全
日
本
仏
教
会
の
矛
三
回
中
央
講
習
会
の
才
二
引

臼
九
月
廿
九
日
午
後
五
時
よ
り
全
量
会
議
室
に
於
て

立
仏
加
盟
団
体
代
表
者
会
同
が
開
か
れ
た
。
定
刻
す

で
に
左
記
の
廿
数
氏
の
他
に
全
仏
各
局
部
長
全
員
着

席
、
先
ず
総
務
局
長
の
挨
拶
に
次
で
組
織
国
際
局
長

各
々
所
管
業
務
に
関
し
て
左
の
各
項
に
亘
り
詳
細
説

明
報
告
を
な
し
之
に
関
し
夫
々
質
疑
応
答
を
交
換
し

て
引
渡
な
る
討
議
が
行
わ
れ
た
、
特
に
宗
教
法
人
法

改
正
法
人
税
問
題
に
関
し
て
は
最
近
の
当
局
並
に
各

方
面
の
実
例
を
続
っ
て
種
々
意
見
が
斗
わ
さ
れ
た
が

之
等
は
墓
地
問
題
と
共
に
至
急
專
門
委
員
会
を
設
け

て
も
っ
と
深
い
研
究
を
な
し
全
長
と
し
て
の
建
設
的

意
見
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

　
　
協
議
報
告
事
項

宗
教
法
人
法
、
観
光
税
に
関
す
る
件
。
宗
教
法

人
法
、
墓
地
問
題
に
関
す
る
件
。
全
盤
活
勤
資
金
負

担
の
件
。
仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
伝
道
の
件
。
沖
緬

問
題
解
決
国
民
運
動
の
件
。
府
県
仏
教
会
組
織
強
化

の
件
。
各
地
方
教
化
活
動
展
開
の
件
。
ネ
パ
ー
ル
及

イ
ン
ド
会
議
の
件
。
英
文
仏
教
百
科
辞
典
の
件
等
。

出
席
各
界
代
表
者
名

栗
本
俊
道
（
東
京
仏
教
団
）
木
全
大
孝
（
静
岡
県
仏
）

高
木
貞
陸
（
栃
木
県
仏
）
藤
佃
偵
然
（
岡
山
県
仏
）

秦
隆
真
（
京
都
府
仏
）
宮
脇
黙
全
（
福
井
県
仏
）
中

野
文
門
（
兵
庫
県
仏
）
安
藤
寿
雄
（
新
潟
県
仏
）
清

野
学
道
．
木
村
秀
定
（
宮
城
県
連
）
高
坂
塞
来
（
長

野
県
仏
）
北
之
内
真
龍
（
埼
玉
県
仏
）
植
松
威
（
朝

日
生
命
仏
乗
）
申
濃
教
篤
（
近
代
仏
研
）
藤
原
函
玄

（
日
本
山
）
堀
江
貞
雄
（
国
璽
会
）
猪
俣
興
一
（
全

日
仏
青
）
船
寺
暉
子
（
全
日
仏
婦
）
野
仏
各
局
長
、

部
長
、
主
事
。

イ
ン
ド
副
大
統
領
三
日

　
　
　
日
本
仏
教
徒
と
の
交
歓
行
わ
る

　
去
る
十
月
一
日
目
ン
ド
副
大
統
領
ラ
ダ
ク
リ
シ
ユ

ナ
ン
氏
が
我
国
政
府
の
国
賓
と
し
て
来
日
し
た
が
、

同
月
一
『
四
日
赤
坂
国
会
図
書
館
ほ
う
お
う
の
間
に

於
て
開
催
さ
れ
た
「
世
界
信
仰
同
胞
会
議
」
に
出
席

の
後
（
別
記
）
京
都
、
奈
良
等
の
仏
教
都
市
を
訪
問

さ
れ
、
夫
々
の
仏
教
徒
と
交
歓
を
深
め
た
が
、
同
月

八
日
午
後
一
時
か
ら
同
副
大
統
領
の
送
別
を
兼
ね
て

の
歓
迎
大
講
演
会
が
、
全
仏
、
日
銀
協
会
．
ア
ジ
ア

協
会
等
五
団
体
共
催
に
よ
っ
て
東
京
大
手
町
の
産
経

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
処
、
七
日
昼
過
ぎ
夫

人
が
急
病
重
態
に
な
っ
た
と
の
し
ら
せ
を
京
都
で
受

け
と
っ
た
た
め
、
予
定
を
変
更
し
て
七
日
午
後
五
時

五
〇
分
伊
丹
発
の
日
航
機
で
東
京
へ
向
い
、
同
日
夜

九
時
羽
田
発
の
B
O
A
C
機
で
帰
国
し
た
、
為
に
七

日
以
降
の
副
大
統
領
歓
迎
の
一
切
の
日
程
は
全
部
中

止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
爾
副
大
統
領
は
東
洋
哲
学
者

と
し
て
世
界
的
な
学
者
で
あ
り
．
ブ
ツ
ダ
ガ
や
寺
院

の
管
理
委
員
長
と
し
て
も
我
々
仏
教
徒
と
は
極
め
t

因
縁
の
深
い
人
で
あ
る
。
イ
ン
ド
哲
学
等
の
著
書
も

多
数
あ
り
、
直
属
高
潔
な
る
政
治
人
と
し
て
も
著
名

で
あ
る
。

¶
瀧
　
「

7
．
．
　
・

㍗
い
・
、

　　一
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仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
伝
道

全
國
各
地
で
着
々
ご
展
開

　
仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
伝
道
は
全
日
仏
が
本
年
初

頭
之
を
力
強
く
全
国
に
提
唱
し
、
全
国
各
府
県
市
町

村
仏
教
会
の
自
主
的
活
勤
に
於
て
夫
々
独
特
の
仏
教

運
動
の
展
開
を
ね
ら
っ
た
の
で
あ
る
が
、
仲
々
之
が

末
端
へ
の
主
旨
伝
達
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
左
記
の
通
り
主
要
な
る
府
県
に
於
て
力
強
い
叫
び

が
あ
げ
ら
れ
，
従
来
の
仏
教
運
動
に
見
ざ
る
熱
意
が

結
集
さ
れ
た
事
は
望
外
の
効
果
で
あ
っ
た
。

　
主
な
る
実
施
会
場
左
の
通
り
（
十
月
一
日
現
在
）

1
．
富
山
県
仏
教
会
　
講
師
セ
イ
ロ
ン
大
使
ス
サ
ソ

　
　
ダ
・
ド
ウ
・
フ
オ
ン
セ
カ
氏
～
入
善
市
　
五
月
八
日

2
．
長
野
県
仏
　
講
師
セ
イ
ロ
ン
大
使
、
善
光
寺

　
　
そ
の
他
－
五
月
九
日

3
．
新
潟
県
仏
～
講
師
山
本
洋
一
氏
七
月
四
日
よ
り

　
　
十
山
ハ
日
ま
で
、
会
場
～
日
払
郡
関
原
町
三
島
町
、

　
　
与
板
町
、
寺
泊
町
、
和
島
村
等

4
　
岡
山
県
仏
　
講
師
山
本
洋
一
氏
七
月
升
六
日
よ

　
　
り
凶
日
ま
で
．
岡
山
市
、
西
大
寺
市
、
矢
掛
町

　
　
倉
敷
市
、
津
山
市
、
笠
同
市
等
で
夫
々
県
仏
及

　
　
び
地
元
仏
教
会
と
共
催
で
開
催
。

5
．
北
海
道
仏
～
講
師
ワ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
、
岡

　
　
本
泰
雄
氏
、
～
七
月
下
旬
よ
り
二
週
聞
道
内
十

　
　
数
ケ
所
に
於
て
夫
々
盛
大
に
開
催
さ
る
。

6
．
野
田
市
仏
教
会
、
講
師
山
田
霊
林
氏
野
田
市
、

　
　
興
風
会
館
　
十
月
四
日

7
．
静
岡
県
仏
～
講
師
山
本
洋
嘱
氏
～
三
島
市

8
．
栃
木
県
仏
一
講
師
山
本
洋
一
氏
日
光
市
、

　
　
輪
王
寺

右
の
他
静
岡
市
、
浜
松
市
、
富
士
市
、
山
口
県
の
宇

部
市
、
愛
媛
県
各
所
の
開
催
が
予
定
さ
れ
目
下
各
方

面
か
ら
之
に
関
す
る
照
会
が
事
務
局
に
殺
到
し
て
い

る
。　
仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
　
矛
四
回
野
田
市
仏
教
徒

　
会
議
開
か
る
。

　
結
成
以
来
堅
実
な
る
活
動
を
続
け
て
い
る
野
田
市

仏
教
会
に
お
い
て
は
、
仏
教
婦
人
会
と
協
力
の
も
と

に
去
る
十
月
四
日
午
後
一
時
よ
り
矛
四
回
野
田
市
仏

教
徒
会
議
を
男
女
会
員
多
数
出
席
の
も
と
に
興
風
会

館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　
新
会
長
井
上
静
二
師
の
挨
拶
、
本
部
側
の
諸
報
告

に
引
続
き
山
田
霞
林
師
の
記
念
講
演
が
あ
り
盛
会
裡

に
終
了
し
た
。

さ
　
る

中
国
殉
難
者
遺
骨
送
還
団

　
報
告
会
開
か
る
・
衆
院
矛
二
会
館
で

　
八
月
下
旬
田
崎
健
作
氏
を
団
長
と
す
る
矛
六
次
中

国
殉
難
者
の
遺
骨
送
還
の
一
行
は
興
安
丸
に
よ
り
中

国
へ
渡
り
、
予
想
以
上
の
大
歓
迎
を
う
け
て
無
事
帰

国
し
た
の
で
去
る
九
月
十
日
午
後
一
時
よ
り
衆
議
院

矛
二
会
館
に
於
て
そ
の
報
告
大
会
を
開
催
し
た
。
一

行
中
に
は
北
海
道
仏
教
連
合
会
長
の
安
藤
専
掌
師
（

東
本
サ
ッ
ポ
ロ
別
院
輸
番
）
中
濃
野
毛
師
（
日
中
仏

教
交
流
懇
談
会
事
務
局
長
）
ら
の
仏
教
界
代
表
も
交

り
凸
よ
く
そ
の
任
務
を
完
遂
し
た
事
は
各
方
面
の
賛

辞
を
う
け
て
い
る
。
殊
に
中
濃
師
は
一
行
の
秘
書
長

と
し
て
大
い
に
活
躍
し
報
告
会
に
於
て
も
詳
細
に
報

告
し
て
い
た
。
仏
教
界
と
し
て
特
に
注
目
さ
ぜ
ら
れ

た
点
は
、
左
の
二
点
で
あ
っ
た
。

①
、
帰
国
の
際
興
安
丸
に
上
海
の
西
本
願
寺
別
院
か

ら
の
遺
骨
が
送
ら
れ
て
来
た
が
船
の
出
港
前
と
何
の

連
絡
も
な
か
っ
た
の
で
、
出
港
後
暫
ら
く
は
御
遺
骨

は
何
の
慰
霊
の
方
法
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
や
が
て

知
っ
て
宗
教
代
表
は
誠
意
を
こ
め
た
慰
霊
法
要
を
船

中
で
や
っ
た
が
こ
の
事
よ
り
し
て
も
中
国
側
の
好
意

に
対
す
る
、
赤
十
字
、
日
中
友
交
等
の
日
本
入
遺
骨

に
対
す
る
配
慮
が
比
較
的
少
い
事
が
遺
憾
で
あ
る
。

②
爾
こ
の
他
中
国
に
は
多
く
の
邦
人
遺
骨
が
放
置
さ

れ
て
い
る
様
だ
が
之
を
速
か
に
日
本
へ
送
還
す
る
事

は
極
め
て
重
要
な
事
と
思
う
。
こ
の
事
に
関
し
て
も

右
三
団
体
が
更
に
一
層
の
熱
意
を
示
し
て
く
れ
る
事

を
望
む
と
。

　
問
題
点
を
検
討
す
る

　
　
第
一
回
宗
教
法
人
法
研
究
会

　
去
る
十
月
六
日
清
瀬
文
相
は
宗
教
法
人
審
議
会
に

宗
教
法
人
法
改
正
に
つ
い
て
諮
問
を
発
し
た
が
全
仏

で
も
在
来
か
ら
同
法
改
胚
問
題
に
つ
い
て
は
大
き
な

関
心
を
も
つ
て
い
た
の
で
こ
の
…
機
会
に
関
東
、
関
西

で
夫
々
矛
一
回
の
研
究
会
を
開
き
、
加
盟
各
宗
派
、

都
道
府
県
仏
教
会
の
代
表
者
並
に
仏
教
側
の
宗
教
法

人
審
議
会
委
員
の
参
加
を
得
て
同
問
題
に
つ
き
検
討

を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
猶
、
文
部
省
よ
り
は
担

当
の
宗
務
課
長
が
出
席
す
る
。
因
み
に
開
催
日
付
は

左
の
通
り

　
十
一
・
月
七
日
一
時
京
都
東
本
願
寺

　
〃
　
二
十
三
日
一
時
　
東
京
築
地
本
願
寺

世
界
信
仰
同
胞
会
議

　
　
　
　
　
　
　
十
月
三
、
四
日

　
　
　
イ
ン
ド
副
大
統
領
を
迎

　
　
　
え
て
力
強
く
開
か
る

　
イ
ン
ド
副
大
統
領
ラ
ダ
ク
リ
シ
ユ
ナ
ソ
博
士
を
総

裁
と
し
て
推
戴
す
る
世
界
信
仰
同
胞
矛
十
回
国
際
会

議
は
十
月
三
日
午
後
三
時
よ
り
東
京
赤
坂
の
国
会
図

書
館
（
旧
赤
坂
離
宮
）
羽
衣
の
間
に
於
て
開
催
さ
れ
た

　
先
ず
玉
川
学
園
合
唱
団
に
よ
る
イ
ン
ド
国
歌
と
リ

グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
聖
歌
合
唱
裡
κ
副
大
統
領
静
か
に

入
場
着
席
、
黙
薦
に
次
で
金
森
徳
次
郎
氏
の
歓
迎
の

挨
拶
、
名
誉
秘
書
S
・
ラ
オ
・
シ
ヤ
ス
ト
リ
氏
の
挨

拶
下
中
弥
三
郎
委
員
長
の
挨
拶
が
力
強
く
行
わ
れ
た

次
い
で
ラ
ダ
ク
リ
ユ
ナ
ソ
博
士
の
挨
拶
を
兼
ね
て
の

講
演
が
三
十
分
間
に
亘
っ
て
静
か
に
然
も
力
強
く
行

わ
れ
た
。
や
が
て
終
了
と
共
に
関
係
各
国
大
公
使
、

来
賓
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
海
外
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
が
行
わ

れ
、
べ
ー
ト
ー
ヴ
エ
ソ
の
歓
喜
の
頚
を
以
て
閉
会
と

な
っ
た
。
参
加
者
は
内
外
の
代
表
有
志
、
信
者
で
さ

し
も
の
ホ
ー
ル
も
満
員
の
状
況
で
あ
っ
た
。

　
爾
前
日
の
歓
迎
兼
開
会
式
を
終
え
た
本
会
は
愈
々

四
日
午
前
十
時
よ
り
前
日
に
引
続
き
国
会
図
書
館
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
た
。
先
ず
午
前
は
総
裁
、
議
長
を
推

薦
、
議
長
に
は
伊
藤
述
史
氏
が
推
さ
れ
左
の
議
題
に

関
し
て
意
見
発
表
と
討
議
と
が
行
わ
れ
た
、

　
議
　
　
題

1
．
夫
々
異
っ
た
信
仰
、
教
義
、
儀
式
を
有
す
る
諸

宗
教
の
教
徒
が
衷
心
よ
り
手
を
握
る
こ
と
の
で
き
る

共
通
の
広
場
を
い
ず
こ
に
見
出
し
得
る
か
。
（
提
案

羽
漢
了
諦
氏
）

2
．
ワ
ー
ル
ド
、
フ
ェ
ロ
シ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
フ
ェ
イ

ス
の
理
念
と
そ
の
今
後
の
活
動
（
提
案
、
委
員
会
）

3
．
科
学
と
宗
教
、
哲
学
と
の
調
和
（
提
案
ラ
オ
氏
）

4
．
普
遍
的
道
徳
原
理
一
国
際
親
善
の
基
礎
と
し
て

　
　
（
提
案
　
田
中
耕
太
郎
氏
）

5
．
宗
教
と
社
会
活
動
（
提
案
　
委
員
会
）

6
．
東
洋
思
想
が
世
界
文
化
に
寄
与
す
る
も
の

　
特
に
仏
教
の
そ
れ
に
つ
い
て
（
仏
陀
二
五
〇
〇
年

を
記
念
し
て
）
　
　
　
　
　
（
提
案
委
員
会
）

　
特
に
午
前
中
は
各
宗
教
の
立
場
よ
り
の
意
見
が
発

表
と
世
界
信
仰
同
胞
会
の
理
念
、
日
本
及
国
際
聞

の
組
織
等
の
問
題
に
付
て
主
と
し
て
意
見
が
発
表
さ

れ
、
更
に
之
に
関
す
る
質
疑
応
答
も
あ
り
、
午
後
も
引

続
き
議
題
に
関
す
る
討
議
が
行
わ
れ
仏
教
．
ジ
ャ
イ

ナ
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
等
々
各
国
代
表
の
熱
論
が
展
開

箏さ

黷
ｽ
。
最
後
に
討
議
の
結
論
の
確
認
を
行
い
声
明

書
を
発
表
し
て
意
義
あ
る
本
会
議
の
幕
を
閉
ぢ
た
。

省
終
了
後
有
志
に
よ
る
懇
親
会
が
同
ホ
ー
ル
に
於
て

盛
大
に
行
わ
れ
た
。

長
野
縣
仏
教
徒
会
議
矛
五
回
大
会

　
　
伊
那
市
で
盛
大
に
開
催
さ
る

　
長
野
県
仏
教
会
で
は
南
信
郡
市
仏
教
会
、
上
伊
那

市
仏
教
会
、
長
野
県
仏
教
青
年
連
盟
と
共
催
の
形
で

九
月
舟
日
午
前
九
時
よ
り
伊
那
市
常
円
寺
で
県
仏
教

徒
大
会
を
開
催
し
た
。
大
会
は
先
ず
午
前
九
時
よ
り

伊
那
市
常
円
寺
で
布
教
大
会
及
び
慰
霊
法
要
を
執
行

数
詞
名
の
信
者
に
よ
る
御
詠
歌
奉
詠
大
会
で
幕
を
閉

じ
た
。
午
後
は
同
市
自
治
会
館
に
於
て
会
議
を
開
催

大
会
委
員
長
の
挨
拶
善
光
寺
尼
公
上
人
の
挨
拶
に
次

で
全
仏
大
谷
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
高
坂
委
員
が
代
読

し
て
多
大
の
感
銘
を
与
え
た
。
会
議
終
了
後
プ
リ
ン

タ
リ
ー
氏
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
午
後
五
時
力
強

い
大
会
宜
言
を
発
表
し
て
会
議
の
閉
会
を
宜
し
た
。

爾
会
場
階
下
に
於
て
は
郡
市
寺
院
出
品
の
宝
物
書
画

展
示
会
、
華
道
各
流
派
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
終
日
観

覧
者
で
賑
つ
た
。

　
京
都
、
宮
城
新
陣
容
で
出
発

　
近
畿
仏
教
界
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
京
都
府
仏
教
会
と
、
東
北
に
お
け
る
中
心
の
宮
城

県
仏
教
徒
連
盟
で
は
、
今
度
時
を
同
じ
く
し
て
左
の

新
役
員
を
選
出
し
今
後
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

京
都
府
仏

　
理
事
長
　
小
川
採
掘
、
常
務
理
事
晶
㎝
昇
す
工
む

　
　
　
　
　
山
家
恵
誠
、
中
戸
型
正
、
立
花
広
海
、

　
　
　
　
　
伊
藤
現
蕩
、

　
　
　
　
　
本
城
俊
澄
、
清
水
真
澄
、
館
井
禅
門
．

　
　
　
　
　
釈
　
泰
堂
、

　
事
務
局
　
秦
　
隆
真
、
川
端
健
彦

　
事
務
所
　
京
都
市
下
京
区
烏
丸
松
原
上
東
畑

鼠
城
県
連

　
会
　
長
　
村
山
正
栄
、
　
　
理
事
長
　
清
野
学
道

　
理
　
事
　
浅
野
謙
光
、
足
利
イ
ト
、
伊
沢
平
和
、

　
　
　
　
　
城
守
勇
道
、
樋
口
隆
昇

　
事
務
局
仙
台
市
原
町
本
通
へ
電
②
五
コ
入
一
）


